株式会社奥村組

　　　　　　　　　　　　　工事所

工事所で作業をする事業者・作業員の皆様へ

奥村組の現場では、労働災害撲滅の一環として脚立の使用を原則禁止しています。

　タチウマ（手摺付き）など脚立以外の安定した作業床を確保してください。

（狭小部など脚立でなければ作業できない場合は、）

場内で脚立（足場）を使用するには、使用申請書を提出し工事所長の許可を得る必要があります。

　使用に際しては、工事所の指示・脚立使用基準を遵守し、安全に作業を行って下さい

　○脚立の構造規格を満足していないものは持込み禁止です。（パイプステップ禁止）

　○脚立を使用する場合、各々について(1つ1つ)自主点検を行った上で許可を得て下さい。

　○許可された脚立には、許可証を掲示します。許可証貼付のない脚立は使用禁止です。

　○許可証には使用者の氏名を記載してあります。許可証登録者以外は使用できません。

工事業者


　　作業床の確保　　タチウマなどを検討

脚立以外の選択肢が無い

工事業者（職長）⇒奥村組
　使用申請書の提出　
指示事項・使用基準の確認　

奥村組⇒工事業者（職長）
　　許可証の発行　
許可証写しを各々の脚立に掲示

工事業者


　　　作業実施　
当日作業終了時管理（無断使用防止）

工事業者


　　　作業終了　




　　作業終了後は、許可証写しを返却

2008/5/16
脚立及び脚立足場の使用基準
	１．脚立の構造規格（安衛則528条／仮設工業会基準）

	◆脚立は仮設工業会の構造規格を満たすか同等のものとする。(パイプステップ使用禁止）

1 使用高さは２ｍ未満（6尺脚立まで使用可とする）

2 脚柱と水平面との角度は75°以内

3 脚部滑り止め付き

4 脚部開き止め付き

5 踏桟は長さ30cm以上、巾５cm以上

6 踏桟間隔は40cm以下で均等（アルミ製は35cm以下）

7 著しい損傷、腐食等がないこと



	２．脚立の使用基準

	◆使用許可証のコピーを掲示し、許可された者以外は使用禁止

1 脚立最上部（天板）での作業は厳禁とする。

2 脚立の単独使用は、許可制とする。（脚立単独使用は、原則禁止とし、補助員との共同作業とする。きわめて狭隘な場所を除き、４尺を越える高さの脚立を使用する際は、脚立を支える作業者を付ける）

3 設置場所は安全な水平面で脚部の沈降など無い場所とする。

4 身を乗り出して作業しない。

5 斫り作業や重作業など踏張る作業には使用禁止とする。

6 ２人以上同時に乗らない。

7 安全帯使用可能な場所では、安全帯使用とする。

8 物を持ったり、手放しで昇降しない。

9 脚立を背にした向きでの昇降はしない。また飛び降りない。

10 バルコニーや開放廊下の手摺近接脚立作業は、作業用手摺や垂直ネット、親綱等を設置し、且つ、安全帯使用とする。

11 許可された作業以外の場所・用途では、使用禁止とする。

12 安全衛生責任者（職長）は作業開始時に作業状況の安全を確認し、必要な指導を行なう。



	３．脚立足場使用基準

	1 脚立は全数について許可を得ること。

2 足場板は3点支持とし緊結する。（２枚重ねは２点支持で良い）

3 足場板の突き出しは10cm以上（20cm程度）、重ねは20cm以上とする。（端部突き出し部で作業しない）

4 作業床への昇降設備を確実に設置する。

5 作業着手前に使用する脚立および足場板等の点検は確実に行う。




　脚 立 等 使 用 承 認 願
　　　　　　　　　　工事所長殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　印
　可搬式作業台等での仕事が困難となる（　　　　　　　　　　　）作業において、　
脚立の使用を申請いたします。
	作業場所
	

	作業の内容
	

	使用する理由
	

	脚立の高さ等
	

	使用期間
	年　　月　　日～　　　　　年　　月　　日

	使用管理責任者
	


　
使用承諾書
　年　　　月　　　日
　　上記作業における脚立の使用を承諾する。
使用の際は下記【使用に際しての注意】条件を厳守すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　工事所長
　　　　　　　　　　【使用に際しての注意】
· 構造的欠陥がないこと（開き止め、滑り止め等）
· 始業前点検を実施すること（ねじの緩み、部材の脱落、曲がり割れ）
· 足元の滑り止めを確実に行い、平坦な場所で使用する
· 足元は整理整頓を行ってから使用する
· 転倒防止対策を行うこと（必要に応じて固縛または介添者の配置）。
· 脚立は天板使用禁止を明示すること
· 脚立足場として使用する場合は、資格者による組立てとし法令等を遵守すること。
· 他業者が使用しないようにチェーン等で管理する事
本書のコピーを脚立に取り付けて使用し、終了後返却の事
（工事所長）








